
 

 

 

 

  

前期をしめくくる「あいさくスポーツＤａｙ」      校長 近 藤 真 人 

夏休みが明け、元気な顔をした子供達の笑顔を見ると、パワーをもらう気がします。山手小学校

に活気が戻ってきました。とてもうれしく思います。 

８月１１日（日）には、地元自治会の夏祭りが山手小学校のグラ

ウンドを会場に開催されました。小学生だけでなく中学生（卒業

生）、家族連れなど多くの方々でにぎわっていました。盆踊りの

講習会や様々な催しがあり、地域のコミュニティーを感じることのできた時間が流れました。 

さて、今年度の「あいさくスポーツＤａｙ」は、「全学年一斉に、午前中開催」で実施します。コロナ

禍の影響で、全校で行うスポーツ活動（運動会）は数年間実施できていませんでした。つまり、全

校でのスポーツ活動は「全員がほぼ初めての経験」となります。 

そうした中、児童会から「あいさくスポーツＤａｙ」のスローガンが７月１９日に発表されました。 

今年の「あいさくスポーツＤａｙ」のスローガンは、「スマ

イル山手っ子 全力・協力・安全・助け合い」です。 

「スマイル山手っ子」には、全校のみんなが元気に活動

して、勝っても負けても笑顔になるスポーツデイにしてほ

しいという願いがあります。 

また、「全力」では、最後まであきらめずにやり抜いてほ

しいという願いがあります。 

「協力」では、仲間と協力し、楽しいスポーツデイにしてほしいという願いがあります。 

「安全」では、怪我ゼロで安全に行ってほしいという思いがこめられています。 

「助け合い」では、仲間と助け合って楽しくスポーツデイを行ってほしいという願

いがこめられています。                         （発表原稿より） 

今年度、学年によって２クラスや３クラスになっています。そのため、１組は赤、２組は白、３組は

青と分かれますが、全団が同じクラス数ではないために、団で競い合う形式にはしませんでした。

しかし、どの学年も競技や演技に全力で立ち向かいます。５・６年生の高学年を中心に、会の運営

や進行、係の動き、下の学年への関わりなど山手小学校を引っ張っていく頼もしい姿が見られると

思います。また、応援係を設けます。応援合戦こそ行いませんが、応援係を中心に１年生から６年

生までが一つになって応援する姿が見られることと思います。とは言え、全員が「ほぼ」初めての運

動会（あいさくスポーツＤａｙ）です。会の進行や係の連携、競技の中でも戸惑いや失敗があるかも

しれません。しかし、そういった場面こそ子供達の伸びるチャンスととらえています。うまくいかない

ことを乗り越える時、きっと子供達は１ステップ成長します。前期の出口となる「あいさくスポーツＤａ

ｙ」での子供達の生き生きとした姿に熱い声援をお願いします。 
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